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「個性の伸長」１ 主題名
「うめのき村の四人兄弟」東京書籍 １－（５）２ 資料名

３ 指導観
○ 本主題では，自分の特徴に気づき、積極的に自分のよさをのばそうとする心を育て

ることをねらいとしている。自分の特徴とは、自己の長所だけでなく短所もふくむも
のであり、よさとは自分の特徴の長所のことである。また、積極的に自分のよさを伸
ばすということは、短所も長所も含めた自分の特徴に気づいた上で、自分らしさを発
揮しながら長所をいっそうの努力によって高めていこうという心のことであると考え
る。このような心は、低学年の段階では、自分のやらなければならないことをしっか
りこなし、嘘をついたりごまかしたりしない生き方追求することで、自分の努力によ
って短所を改め長所を伸ばす中学年へと受け継ぎ、自己の生き方を多面的に見つめ、
自分のよいところを伸ばし悪いところを課題として改めようとする高学年の生き方へ
と引き継がれていくと考える。

本資料は、うめのき村の四人兄弟が、洪水という自分たちの村を襲う災難をそれぞ
れの個性を活かして乗り越えていくという話である。この四人兄弟の個性的な姿は、
各学級の児童の姿を反映しやすいため、四人兄弟の誰かに児童が自分を投影して読み
進めることができると考える。また、四人兄弟の自分の個性を生かして村を守ろうと
いう心情を考えていくことで、児童の自分自身のよさに気づき、よさを活かすの大切
さについて捉えることができると考える。

○ 本学級の子ども達は男子１４名、女９名の２３名である。事前のアンケートによる
と 「自分にはいいところがない」と答えた児童が５名で、約２割の児童が自分には、
いいところがないと考えている。その理由として 「そこまで考えたことがない 、、 。」
「いいことも悪いこともしていない 」というものであり、自分のよさを意識できて。
いない状態であることが分かる。また 「いいところがある」と答えた児童は１８な、
であり、記述内容は「友だちと仲良くできる」や「最後まであきらめない」など自分

。 。 、「 」の性格的な特長が９名であった しかし 残りの９名は 家のお手伝いをよくする
や「友だちが困っているとき助ける」など他者を手伝ったり助けたりすることと答え
ており 「自分のよさ」を他者に対する思いやりという一面的な見方で捉えているこ、
とが分かる。自分にはよさがないと感じたり、一面的な見方をする理由としては、快
活さや、ねばり強さなど他者との接触の中であまり意識した経験が少ないということ
が考えられる。そこで、自分の行為についてはある程度反省しながら把握できるよう

、 、になり 仲間や身近に人を意識して自己のあり方を決める傾向が強くなるこの時期に
自分のよさを伸ばそうとする態度を養うことは意義深いと考える。

○ 本時指導にあたっては、では、お互いの個性を生かしながら、困難を乗り越えた兄
弟の心情をとらえさせることによって、自分が気づかなかった自分のよさに気づいた
り、自分のよさを伸ばそうしたりする心について考えを深めたい。

導入では自分のよさについて問うた事前アンケートの結果をまとめ、自分のよさに
ついてアンケートを元に話し合い、自分が思うよさと、周りが感じているよさにズレ
があることに気づかせ価値への方向付けとめあての把握を行う。
展開前段では、資料｢うめのき村の四人兄弟｣を読み、それぞれの個性をいかして村を
守った四人兄弟の姿から自分のよさに気づき、伸ばしていく心の大切さについて話し
合わせる。まず、兄弟それぞれの行動に視点が広がるようにまとめたまとめ図をもと
に四人兄弟の行動から自分がすごいと思った部分について交流し、それぞれのよさを
活かして村を守ろうとしたよさについて気づかせる。次に、洪水から家を守っている
時の兄弟の気持ちについて話し合い、活動はそれぞれ異なっていても、それぞれのよ
さを活かそうとした気持ちで村を守ろうとしていたことに気づかせることで自分のよ
さを活かすことの大切さを捉えさせたい。そして、嵐の去った後、お父から声をかけ
られたときの兄弟の気持ちについて話し合うことで、自分のよさを活かすことの心地
よさを味わわせる。

終末では、お互いのよさを記したカードをまとめたもの読むことで、自分の気づい
ていなかったよさを実感させ、これからも自分のよさをさらに伸ばしたいという意欲
を持続するようにする。

４ 本時
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５ 準備物

教師：資料のまとめ図 児童のお互いのよさをまとめた冊子

児童：学習プリント



６ 本時のねらい

○ お互いの個性を生かしながら、困難を乗り越えた兄弟の心情を通して、自分のよさに気づきよさ
を伸ばしていこうとする態度を育てる。

○ 自分には、友だちに教えてもらって初めてわかるよさがあることに気づく。
７ 展 開

ね ら い 学 習 活 動 と 内 容 教師の支援段階

○価値への方 １ 自分のよさについてアンケートを元に話し合い、 ・自分のよさにつ
向付けとめ 本時学習のめあてをつかむ。 いて問うた事前

導 あての把握 ○ 自分が思うよさと、周りが感じているよさに、 アンケートの結
ズレがあることに気づくこと 果をまとめ、本

・ 明るいところや元気なところ。 時のめあてを明
・ 自分のよさはあまり分からない。 確にする。

入
めあて：自分のよさについて考えよう

○読み物資料 ２ 資料｢うめのき村の四人兄弟｣を読み、それぞれの
を用いての 個性を生かしして村を守った四人兄弟の姿から自分
価値の追求 のよさを大切にすることについて話し合う。

( ) 資料を読んで一番感動した所について交流する ・ 兄弟それぞれ1 。
○ 四人兄弟がそれぞれのよさを活かして村を守ろ の行動に視点が

うとしたよさについて気づくこと。 広がるよう資料
このお話を読んで、すごいなと思ったところはどん のまとめ図を準

なところでしょう。 備する。
・ それぞれの特技を活かして村を守ったところ。

展 ・ 洪水から村を守ったところ。
( ） 洪水から家を守っている時の兄弟の気持ちにつ2

いて話し合う。 ・ 最終的に四兄
開 ○ 活動はそれぞれ異なっていても、それぞれのよ 弟の気持ちの共

さを活かそうとした気持ちで村を守ろうとしてい 通点である「自
たことに気づくこと 分の力を活かし

」前 雨や風が激しくなってきたとき、兄弟はそれぞれど て村を守りたい
んな気持ちで行動したでしょう。 という気持ちに

・ 自分のできることを活かして村をまもる。 着目させること
段 ・ それぞれのよさを活かして村を守るぞ。 で、思いやり親

(３) 嵐の去った後、お父からよかったと声をかけら 切や信頼友情等
れたときの兄弟の気持ちについて話し合う。 でなく、個性伸

○ よさを活かすことの心地よさに気づくこと 長の価値に帰結
。」 。お父から「一人一人が力を出してくれた 「よか するようにする

ったよかった」と言われたときの兄弟はどんな気持ち
になったでしょう。

・ 自分のよさを活かすことができてよかった。
・ みんなのよさを合わせられてよかった。

○価値の一般 (４) 自分のよさについて感じた事について話し合
展 化をはかる う。
開 ○ 自分のよさは、それを活かしたり、伸ばしたり
後 することが大切なことに気づくこと
段 自分のよさについてこの資料で分かったことはどん

なとがありますか。
・ 自分のできることをがんばること。
・ 得意なことを伸ばすことが大切だと思った。

○ 今後の生活 ４ お互いのよさを交流し、自分のよさに気づく。 ・児童が学校生活
への意欲化 ○ 自分が気づいていなかったよさに気づき、伸ば の中で気づいた

終 していきたいという態度を育てること。 お互いのよさを
みんなそれぞれどのようなよさがあるかを交流しま 記したカードを

末 しょう。 まとめたもの見
・ こんなよさがあるのかと思わなかった。これか ることで、自分

らも、がんばって伸ばしていきたい。 の気づいていな
・ 自分にはこんなよさがあると分かって嬉しい。 かったよさを実
・ みんないいところをほめてもらって嬉しい。 感させる。


